
引き継ぎ，引き継がれる学校の宝物
校 長 松久保 鉄也

再編された学校の歴史が10ヶ月紡がれた。多くの時が時が流れた感覚だが，
流水小は145年，旧鶴田小は60年の歴史があったわけで，それらには遠く，
いや，遙かに及ばない。
両校とも，数多くの歴史を刻みながら，数多くの卒業生を輩出してきた。だ

が，そこで過ごした記憶は様々であろう。勤務していた職員は転勤で入れ替わ
る。校舎や校庭は，撤去され新たなものに生まれ変わり，変貌を遂げていく。
先輩・後輩・同級生も成長し，面影が薄れている。しかし，卒業生全員の胸の
奥底に共通してしまわれている宝物がある。それは，校歌である。
11月に鶴田地区の民生委員児童委員の方々が来校された。体育館を見学中，

参加者から「鶴田中の校歌はどこにいったのか」と尋ねられた。さらに，懇談
の場で「新しい校歌を聴いてみたい」という要望が出された。また，毎朝，学
校前の横断歩道で交通指導をしてくださっている東湯田原公民会長の前田さん
から「先日，同級生が『僕は，神子小の校歌を今でも歌えるぞ』と言っていた。」
と聞く機会があった。また，「校歌って大切ですね」と語って下さった。
私たちはその学校に通っている・勤めているから，

その学校の校歌を歌っている。選択の余地はなく，そ
の校歌を歌うことが当たり前だ。しかし，一度学校を
離れ年月を重ねていくと，学校を象徴するものが校歌
になっていくのだろう。何を隠そう，私も自分が卒業
した小・中学校の校歌は歌うことができる。その歌を
口ずさむと，当時の懐かしい校舎や同級生・担任の先
生，そして校庭から望む開聞岳が目の中に浮かんでくる。
「♪紫尾の山から～ 流れる水に～ 湯田原大地に～♫」これは，現在の鶴
田小校歌１～３番の歌い出しである。この３つの言葉を見ると，新設鶴田小が
存在している場所を想像することができると共に，再編された二つの学校を心
に描くことができる。さらに，以下は１～３番の最後の歌詞である。
「～賢く学ぶ 鶴田校 ～清く生き抜く 鶴田校 ～たくましく駆ける 鶴田校」

ここには，学校の校訓がちりばめられており，目指す子供を感じな
がら，学校生活を送る子供の姿を想像することができる。
新設鶴田小の校歌の歴史は，わずか10ヶ月。しかし，この10ヶ

月は新しい学校がスタートダッシュした10ヶ月である。この勢い
を増しつつ，地域とともに継続し，更なる歴史を歩んでいくと私は
確信している。

雪の積もった校舎
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「地域に根ざし 未来へつながり ほっとできる学校」



                             

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

「第４１回全国児童画コンクール」 
応募総数４８万６５２９点 

【入選】 ５年 紺屋 大翔  ２年 井上 澄美 
さつま町「私たちの睡眠と脳を守る」標語作品 
【最優秀賞】 ５年 西谷 唯央 

「メディアより 家族の思い出 無制限」 
【優良賞】  ６年 田島紫月 

「本を読む ゲームはお休み いい時間」     

校内書き初め展 入賞者 
【特選】     【入選】 

１年 細田歩花   赤塚南海  臼田彩乃 

２年 西谷弥咲   間手野真心 立和名小春 

栗野 蓮 

３年 今村遙翔   立和名拳眞 細田菜緒 

４年 内菜名子   栗牧あかり 小川倫生 

西井田壱晟 

５年 西谷唯央   高嶺映帆  中村早絢 

花田紫音 

６年 中根あこ   田端珠羽  清川颯介 

田島しずく 中園弘隆    

３学期は，あっという間に過ぎていき，早 
くも学期の折り返しとなりました。１月の新
規いじめ案件は１件（指導後，経過観察中）
です。本校は，生活指導に係ることを担任だ
けでなく学校全体で連携・協力しながら行っ
ています。 

また，学校だけでなく，保護者や地域との
連携に努め，早期発見・早期対応をしていく
ことが，大きなトラブルに発展していくこと
を未然に防ぎ，子どもたちが笑顔で毎日登校
できる学校＝ほっとできる学校になってい
きます。 

今後もご家庭や地域で気付かれたことが
ありましたら，担任・管理職へお知らせくだ
さい。 

鶴田小学校ブログ 
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 県内の５年生が実施した標記調査につい
て，以下の通り結果をお知らせいたします。 

国語：122 点 社会：122 点 
算数：134 点  理科：117 点 

  ※県の平均点を１００点とした比較値 
２学期以降，「書く力」「基本的な計算力」

が十分ついてきました。これは，普段の授業
の中で，様々な問題に挑戦し，問題を解くだ
けでなくミスした箇所をしっかり振り返り，
復習を積み重ねてきた結果です。 

この結果に満足することなく，来年度４月
に行われる全国学力学習状況調査に向け，
「問題文の速読」と「事実の抽出」，「計算力
の向上」を中心に指導していきます。 

地球は，大きな宇宙 
船です。その地球が今 
苦しんでいます。 
 白熊の住む北極の氷 
が溶けています。亀が 
泳ぐ海の中には，ビニ 
ール袋があちこちに浮遊し，亀 
の命を奪っています。 
 鶴田小では，今地球のために 
できることを進めていきます。 

無駄な電気を消したり給食を 
残さず食べたり・・。 
 一つしかない地球のために。 

～３月の主な行事予定～ 
１１日（土） お別れ集会 いもむしの会 
１６日（木） 卒業式予行 
２２日（水） 卒業式会場作り 
２３日（木） 第１回鶴田小学校卒業式  
２４日（金） 修了式 辞任式 集団下校 

１月３１日（火）に，入学説明会を行いました。 
保護者が，入学に関する説明を 

聞いている間，園児達は体育館で 
１年生と交流しました。最初に自 
己紹介をし，その後，カルタやト 
ランプ遊びをしました。最初は大 
人しかった園児達も終わる頃には 
大はしゃぎでした。４月の入学が楽しみです。 

病気等で，欠席する児童のために，タブレ
ットを用いたオンライン授業を行っていま
す。遠慮無く学校にお申し出ください。 

受賞者代表 ３年 今村遙翔くん 

折れた大イチョウの枝の下敷きになり校長先生が 
亡くなった事故を教訓に，全ての校庭の木を対象に
樹木医の診断を受けました。結果を基に各学校の用
務員のみなさんが，伐採してくださいました。幹に空
洞ができていたりシロアリがいたりといつ折れても
おかしくない状態でした。安全な学校が一番です。 

3 月 11 日(土)13 時 鶴田公民館大ホール 


